
東 北 農 業 研 究 (TOhOIQI Aα ic.Rog)21,471-172(1,78)

乳 牛 に 対 す る 周 年 サ イ レ ー ジ 飼 養 試 験
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1ま え が き

土地及び気摯条件の厳 しい制約の中にあ って,安定
した酪農饉営規模拡大の一方法 としての周年高水分サ

イレージ飼養が牛体の生理及び泌乳におよぼす影書に

ついて検討 した。

2試 験 方 法

1 供試牛はネルスタイン初産終了後,試験区噸 ,

対照区 8頭の平行比較とし,試験区は,第 1乳期及び

第 2乳期の全期間 を高水分サイ レージを飽食給与条件

とし,第 3乳期の一部,乾個妊娠期及び泌乳前期に乾

草 2りの補給 を行い,他の期間はサイ レージ飽食条件

とした。対照区は夏昼夜放牧。冬サイレージー定量 ,

乾草飽食条件とし,濃厚飽料は両区とも乾乳期 3± 1

り,泌乳期は乳量の十均給与とした。

2 試験期間は,分娩予定前 ,週前から3泌乳期間
とし, 1泌乳期を次のとお り区分する。

乾個妊娠期 (Dp)=分 娩予定前 9週

泌乳前期 (Ll)=分 焼後第 1週～ 14週

泌乳中期 (レ )一分規後第15週～20週

泌乳後期 (L3)‐分規後第2,週～ 44週

5 供試サイレージの品質は,フ リーク評点で平均
5こ 6± 248点 ,pH4 22± o29,水分7551± 44¢ であ っ

た。詰込材料は,混播牧草及びデントコーンであり,

使用 したサイロは,ビ ニールスタックサイロ及び′ワ

ーサイロとした。

3試 験 結 果

1 飼料の摂取量について
試験区におけるサイレージの摂取量は, 3泌 乳期の

平均で,乾涸妊娠期現物で5Z`± 16り , DMで 875士
α5り ,泌乳前期で現物478±30″ ,D■で,5± 03り ,

泌乳中期で現物506±45り ,DMで lo3± 045り , 泌乳
後期で現物456± 16り ,D■で198± 08″であ った。叉

全飼料からの栄養摂取割合は,DI体重比で乾乳期 tフ
',DCP日 本飼養標準比で,18,TDNで 104,泌 乳前期でそ

れぞれ D■ 264,DCP l15,TDN lo5,泌 乳中期 で DY

258,D CP130,T DNl14,泌 乳後期D1242,DCPlヵ ,

T DN lloと ,ほ ぼ正常な栄 養摂取量であ った。
2 泌乳性 について

泌乳量及び乳質については表 1,図 1の とお りで産
次毎安定 した泌乳量であったが,分崚後の最高泌乳量

は,いずれも対照区に比 して低く推移 し,な だらかな

持続性のある泌乳性が認められた。叉,脂肪率及び無

脂固形分についても,両区間に差は認められなかった。

表 1 泌 乳 性

図 1泌 乳 性

5 繁殖性について
分規後携卵を伴 った発情再帰 日数,又 ,同 一種雄牛

無脂固形分率
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の精液による人工授精回数及び性周期,発情の持続時

間.分規後20日 目における子官の収復性等試験区のパ

ラツキが大きく繁殖機能が対照区に比し不安定な傾向

があった (表 2)。

4 血液及び尿性状について
赤血球数,Ht,ル ゴール反応,総蛋白,A′ 0比,血

糖,Ca,P,MB尿 のpH等いずれも正常値の範囲で両区

表 2 繁 殖 性

間に差はないが,分焼前後から泌乳前期における血清

尿素―Nが ,試験区で低く推移 し,尿 タ トン体濃度は

高 く認められた。

5 体重の推移について
一泌乳』 における最高,最低の体重差は,試験区で

平均 1207″ ,対照区 1007″ で試験区の体重変動差が

大きい傾向があった。
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6 サイレージの品質 と生理反応について
同一時期における低品質サイレージ給与時の生理反

応は,試験区のルーメン内プロト′アの数及び V「 A

が少なく,尿 ケトン体濃度が高い値を示 しているのに

比 し,乾草との並行給与をしている対照区は,プ ロト

ノアの数及び VFAが 高く,尿 ケトン体濃度は低かユ 。

さらにサイレージの品質 (フ リータ評点 )と 全泌乳期

におけるDM摂取量との相関は r=031で 有意差はな
いが,尿 ケ トン体との相関,血清尿素― Nと の相関 ,

及び分娩後第 1,第 2,第 5,第 4週の平均尿素―Nと

の相関,叉 ,同 様の尿素―Nと 泌乳開始後30日 間の乳

量 との相関は図 2の とおり有意であ った。
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図 2 サイ レージの品質と生理反応

4 ま  と め

(■  周年高水分サイレージ飼養条件における牛体の
生理反応は,血清尿素―N及び尿ケトン体等不安定で

ぁったが,特に疾病,繁殖障害,あ乳量の低下等は認
められなかった。

(2)サ イレージ給与による生理反応は,サインージ
の品質 と牛体の生理的な時期によって異なるが,特に

分娩前後から泌乳前期にかけての低品質サイ レージの

影響が大きい。

6)低品質サイ レージ給与の場合であっても,乾草
の一部補給がルーメン内発酵及び血清尿素―N,尿 ヶ
トン体等の安定に効果的であることが示唆され,実用

化その観点から安全性 を考慮 し, ピー トパルプ及び適

性な配合飼料の選定,組み合せ給与が生理機能をより

安定させ,周年高水分サイレージ飼養の可能性が高い

ものと推察される。

(1)サ イレーンの品質と
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